
　2023年度予算および事業計画は、2023年3月30日開催の理事
会において承認されました。
　2023年度は、「関西大学DX推進構想」に基づき、引き続き「考動
力」と「革新力」を育む教育の実践、インクルーシブな教育の推進、学
修成果の可視化と学修者本位の教育の実現などに取り組んでまい
ります。
　また、「ＳＤＧｓとカーボンニュートラル」について継続して推進する
とともに、来るべき「2025大阪・関西万博」にも積極的に関わってい
くなど、関西大学のブランド力を絶え間なく向上させてまいります。

　2023年度の事業計画は、「２　事業計画の概要」のとおりです。財
政基盤を強化しつつこれらの諸事業を推進するため、新規事業は戦
略的に予算を配分し、既存事業についてはゼロベースの視点から費
用対効果を検証して、限られた財源の有効活用を徹底することとし、
「４　収支予算の概要」のとおり予算を編成しました。

　2023年度における教育研究活動の事業計画の主なものは、次の
とおりです。

ア 学部における教育改革の推進

　商学部では、高度な金融知識を有する人材の育成や金融リテラ
シーの向上を目的として、ファイナンス特別プログラムを創設し、新
たに金融機関でのインターンシップを科目として新設します。
　人間健康学部では、国際化のさらなる推進のため、インドネシアに

あるディアナ・プラ大学が提供する「サマーキャンプ」プログラムを活
用した科目「人間健康学海外研修（インドネシア）」や、海外の言語・文
化・特色などを英語で学ぶ「国際健康福祉論」を新設します。
　また、システム理工学部では、実践的な知識と技術を有するデータ
サイエンティストの育成を目指し、企業との連携によるデータサイエ
ンス教育を目的とした教育研究型インターンシップを実施します。

イ Global Smart Classroomを活用したハイフレックス型授
業の推進

　「関西大学DX推進構想」に基づき、インクルーシブキャンパス実現
の一環として、デジタル技術を活用し、キャンパスや国・地域を越えて
オンラインでつながることができるGlobal Smart Classroom
(GSC)を全キャンパスに設置しています。各キャンパスのGSCをつな
ぐことで、所属キャンパス以外で開講される授業でも、バーチャルで
ありながら臨場感を失うことなく積極的に参加できる教育環境を構
築し、FDや教育効果の評価などを織り交ぜつつ、対面とオンラインを
組み合わせたハイフレックス型授業を推進します。また併せて、GSC
を利用する教員が機器を使いながら円滑に授業を展開できるよう、
技術支援体制を構築します。

カ 2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）に向けた協力・推進

　2025大阪・関西万博において、本学が大阪にある大学としての
存在感を示すとともに、学生・生徒などにとってかけがえのない経験
を提供するために、「2025大阪・関西万博に向けた協力・推進プロ
ジェクト」を中心に諸施策を検討し実行します。
　具体的には、「TEAM EXPO 2025」プログラム共創パートナーとし
て、本学で取り組む共創チャレンジの加速、大阪ヘルスケアパビリオ
ン「展示・出展ゾーン」の展示（リボーンチャレンジとして認定された
本学の事業計画「Academia×REBORN～学理と実際との調和」）
に係る設計、および、万博期間に併せて本学キャンパスで実施する
プログラム「万博Weeks（仮称）」の企画立案を行います。
　また、引き続き、本学の研究・教育の成果を生かしてテーマパビリ
オン、企業パビリオンなどに参画するためのアクションを行うととも
に、次代を担う学生・生徒の参画を促進する方策を計画します。

ウ SDGs推進プロジェクトに係る取り組みの実施

　「関西大学SDGsパートナー制度」を基軸に、パートナー企業・団体
と産官学の多種多様な取り組みをさらに加速させます。さらに、
2023年度からは、「関西大学SDGsラーニングプログラム」を導入
し、教育面の推進を図ります。このプログラムは、SDGsに代表され
る社会課題の解決に関するテーマについて、学生一人ひとりに学び
の意欲を促進することを目的としたもので、共通教養科目の指定科
目および正課外のSDGsに関する実践的なプログラムで構成し、修
了者にはデジタル証明（オープンバッジ）を発行するものです。また、
連携協定校でありSDGsパートナーでもある法政大学と協力しなが
ら、2022年度の実績をもとに、SDGs WEEKsやアクションプランコ
ンテストの展開・充実を進めます。

エ カーボンニュートラル研究センターにおける情報発信の強化

　カーボンニュートラル研究センターは、カーボンニュートラルに関
する学内外への情報共有・発信を行い、取り組みを全学的に推進す
るプラットホームとして、2022年10月に設置しました。
　学内に対しては、企業などから寄せられるニーズに基づいた共同
研究のマッチングや国等委託事業などの情報を積極的に配信し、社
会連携・研究推進に資することで研究の高度化・実用化を目指します。
　また、学外に対しては、センター研究員の研究成果をウェブサイト
上で随時発信するとともに、2023年度は千里山キャンパスまたは
梅田キャンパスにおいて成果発表会を開催します。さらに、国などの
機関・外郭団体との連携を強化し、情報の収集と新たな研究チーム
の編成を目指します。

オ アントレプレナーシップ醸成プログラムの深化

　梅田キャンパスにおいて、学生の起業家マインドを育むために企
業と連携して実施しているアントレプレナーシップ醸成プログラム
「HACK-Academy」のより一層の充実のため、目的を事業化実現に
特化した「インキュベーション・プログラム（「HACK-Academy」参加
者から選抜された本学学生に対する、専門家による人的支援、起業
資金などの経済的支援）」を継続して実施します。また、イノベーショ
ン創生センターにおいて、若手起業家によるトークセミナーおよび
新規事業立ち上げなどに積極的な企業を訪問する企業見学会、ビ
ジネスアイデアコンテスト「SFinX」などを継続して実施します。さら
に、スタートアップ支援に関係する部局での連携を強化し、事業を深
化させることにより、学園全体で「アントレプレナーシップ醸成」を推
進します。
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　なお、2023年度の予算書・事業計画書を
はじめ、関西大学の財務情報を「関西大学
ウェブサイト」に掲載しておりますので、ご覧
ください。

キ DX時代における戦略的な就職支援体制の構築

　「キャリア支援専用ポートフォリオ」において蓄積された情報とそれ
らの分析結果を、「特定業界（企業）」「国家・地方公務員」「起業」「就職希
望エリア」などの学生の目標やニーズと結びつけて、具体的な支援プ
ログラムを展開します。特に、正課外教育として実施するキャリアセン
ター主催の低年次向けキャリア形成支援行事については、改編され
たキャリア教育科目（正課科目）の補完的役割を担うことができるよ
う、「関大版ハタチのトビラ」（キャリア支援プログラム）および「キャリア
支援専用ポートフォリオ」の活用を含めて改善していきます。
　また、首都圏での具体的な支援プログラムの展開においては、東
京センターと連携し、首都圏における企業勤務者や国家公務員など
の卒業生の人的ネットワークを活用しながら、対面・オンライン両面
での支援行事を実施します。

　予算書については、私立学校振興助成法による学校法人会計基
準に定められた『資金収支予算書』と『事業活動収支予算書』の２種
類を作成することになっています。
　『資金収支予算書』は、学校法人の当該会計年度の諸活動に対応
するすべての収入・支出の内容を明らかにし、かつ、支払資金の収入・
支出のてん末を明らかにするものです。資金の動きのすべてが計算
の対象となります。
　『事業活動収支予算書』は、学校法人の諸活動に伴う収支を経常
的な収支と臨時的な収支に区分し、それぞれの収支の均衡状況とそ
の内容を明らかにすることによって、学校法人の経営状況が健全に
維持されているかどうかを示すものです。
また、『貸借対照表』は、学校法人の一定時点における資産、負債、
純資産の財政状態を示すものです。決算時に作成することになって
いますが、本学では予算時にも年度末の財政状態をより分かりやす
くするために、2022年度補正後予算および2023年度予算を踏ま
え、『予想貸借対照表』を作成しています。

（1） 資金収支予算について
2023年度資金収支予算は、12ページに掲載の『資金収支予算書

（総括）』のとおりです。

　資金収入は、学生生徒等納付金収入、手数料収入、補助金収入な
どの法人に帰属する収入のほか、前受金収入なども含め、538億
2,700万円となりました。
　資金支出は、教職員の人件費、教育研究活動および法人の運営に
必要な諸経費、施設設備費のほか、借入金返済などの支出も含め、
545億8,500万円となりました。この結果、差し引き7億5,800万円
を前年度繰越支払資金から充当し、翌年度繰越支払資金は139億
8,400万円となりました。

（2） 事業活動収支予算について
2023年度事業活動収支予算は、12ページに掲載の『事業活動収

支予算書（総括）』のとおりです。
　経常的な収支のうち、教育および研究活動の収支状況を表す教
育活動収支では、学生生徒等納付金、手数料、経常費等補助金など
の教育活動収入から、人件費や教育研究経費などの教育活動支出
を差し引いた教育活動収支差額は2億7,400万円の収入超過とな
り、対前年度比較で10億500万円の減となりました。また、主に財務
活動の収支状況を表す教育活動外収支差額は5億1,300万円の収
入超過となりました。この結果、経常収支差額は7億8,700万円の収
入超過となり、対前年度比較で8億7,800万円の減となりました。こ
れに施設設備に対する寄付金や補助金、資産の処分等にかかる臨
時的な収支を表す特別収支差額2億800万円の収入超過を加え、
予備費を差し引いた基本金組入前当年度収支差額は3億9,500万
円の収入超過となり、対前年度比較で7億6,700万円の減となりま
した。一方、基本金組入額は、施設設備あるいは将来の施設取得に
係る積立金や基金などに充当するもので、13億7,600万円となり、
対前年度比較で2億7,300万円の減となりました。
　2023年度予算における事業活動収支の均衡状況を表す当年度
収支差額は、基本金組入前当年度収支差額から基本金組入額を差
し引いた9億8,100万円の支出超過となり、対前年度比較で4億
9,400万円の減となりました。この結果、当年度収支差額に前年度
繰越収支差額を加えた翌年度繰越収支差額は、241億3,200万円
の支出超過となりました。
　また、この累積収支差額のほかに、建物などを取得する際の借入
金の未返済額にあたる基本金未組入額が34億3,900万円あります
ので、実質上の繰越収支差額はこれを合わせた275億7,100万円
の支出超過となります。

2023年度 事業活動収支予算における｢学生生徒等一人当たりの経常的な支出とこれを賄う収入｣
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（注）１ 事業活動収支予算における経常的な支出（教育活動支出、教育活動外支出、基本金組入額）及び収入（教育活動収入、教育活動外収入）の予算額を、科目ごとにそれぞれ予算学生数33,263人（大学院・学部・留学生別科・高
校・中学校・小学校・幼稚園の学費納入者合計）で除して、学生生徒等一人当たりの平均値を示したものである。

２ ｢基本金組入額｣ とは、校地、校舎、機器備品、図書などの取得、あるいは、そのための借入金の返済、又は将来取得のための積立金などの主として資本的支出に充てる額である。

支出の部 収入の部
科　目 2023年度予算 2022年度予算 増　減 科　目 2023年度予算 2022年度予算 増　減

１人件費支出 　26,599,260 　26,585,178 　14,082   １ 学生生徒等納付金収入 　39,526,899 　39,512,219 　14,680 
２教育研究経費支出 　17,237,415 　16,365,672 　871,743   ２ 手数料収入 　2,562,886 　2,633,975  △ 71,089 
３管理経費支出 　1,851,896 　1,817,057 　34,839   ３ 寄付金収入 　409,000 　320,000 　89,000 
４借入金等利息支出 　5,939 　6,883  △ 944   ４ 補助金収入 　6,813,987 　6,530,103 　283,884 
５借入金等返済支出 　910,000 　1,003,770  △ 93,770   ５ 資産売却収入 　669 　500 　169 
６施設関係支出 　2,816,043 　1,954,919 861,124   ６ 付随事業・収益事業収入 　1,055,505 　1,065,200  △ 9,695 
７設備関係支出 　2,112,618 　2,142,386  △ 29,768   ７ 受取利息・配当金収入 　519,207 　393,578 　125,629 
８資産運用支出 　2,376,546 　2,391,934  △ 15,388   ８ 雑収入 　1,455,421 　1,472,915  △ 17,494 
９その他の支出 　2,387,086 　2,613,337  △ 226,251   ９ 借入金等収入 　800,000 　400,000 　400,000 
10 予備費 　600,000 　600,000 　0 10 前受金収入 　7,009,085 　6,940,528 　68,557 
11 資金支出調整勘定  △ 2,312,027  △ 2,370,895 　58,868 11 その他の収入 　1,658,566 　2,239,310  △ 580,744 
(小計) (54,584,776 　53,110,241 1,474,535 ) 12 資金収入調整勘定  △ 7,984,264  △ 8,437,495 　453,231 

12 翌年度繰越支払資金 　13,983,771 　14,741,586  △ 757,815  (小計) (53,826,961 　53,070,833 756,128 ) 
13 前年度繰越支払資金 　14,741,586 　14,780,994  △ 39,408 

支出の部合計 　68,568,547 　67,851,827 　716,720 収入の部合計 　68,568,547 　67,851,827 　716,720 

資金収支予算書（総括） 2023年４月１日から2024年３月31日まで （単位   千円）

。す示を算予後正補次１第は」算予度年2202「）注（

事業活動収支予算書（総括） 2023年４月１日から2024年３月31日まで （単位   千円）

。す示を算予後正補次１第は」算予度年2202「）注（
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科　目 2023年度予算 2022年度予算 増　減
１学生生徒等納付金 　39,526,899 　39,512,219 　14,680 
２手数料 　2,562,886 　2,633,975  △ 71,089 
３寄付金 　334,000 　330,000 　4,000 
４経常費等補助金 　6,793,967 　6,508,965 　285,002 
５付随事業収入 　1,055,505 　1,065,200  △ 9,695 
６雑収入 　1,455,421 　1,472,915  △ 17,494 
教育活動収入計 　51,728,678 　51,523,274 205,404
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部

科　目 2023年度予算 2022年度予算 増　減
１人件費 　26,718,390 　26,497,458 　220,932 
２教育研究経費 　22,682,040 　21,715,037 　967,003 
３管理経費 　2,054,373 　2,032,180 　22,193 
４徴収不能額等 　0 　0 　0 
教育活動支出計 　51,454,803 　50,244,675 　1,210,128 
教育活動収支差額 　273,875 　1,278,599  △ 1,004,724 
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科　目 2023年度予算 2022年度予算 増　減
１受取利息・配当金 　519,207 　393,578 　125,629 
２その他の教育活動外収入 　0 　0 　0 
教育活動外収入計 　519,207 　393,578 　125,629 
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科　目 2023年度予算 2022年度予算 増　減
１借入金等利息 　5,939 　6,883  △ 944 
２その他の教育活動外支出 　0 　0 0
教育活動外支出計 　5,939 　6,883  △ 944 
教育活動外収支差額 　513,268 　386,695 　126,573 
経常収支差額 　787,143 　1,665,294  △ 878,151 

特
別
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　目 2023年度予算 2022年度予算 増　減
１資産売却差額 　669 　500 　169 
２その他の特別収入 　216,020 　112,138 　103,882 
特別収入計 　216,689 　112,638 　104,051 

事
業
活
動
支
出
の
部

科　目 2023年度予算 2022年度予算 増　減
１資産処分差額 　8,842 　15,449  △ 6,607 
２その他の特別支出 　0 　0 　0 
特別支出計 　8,842 　15,449  △ 6,607 
特別収支差額 　207,847 　97,189 　110,658 
予備費 　600,000 　600,000 　0 
基本金組入前当年度収支差額 　394,990 　1,162,483  △ 767,493 
基本金組入額合計  △ 1,375,919  △ 1,649,307 　273,388 
当年度収支差額  △ 980,929  △ 486,824  △ 494,105 
前年度繰越収支差額  △ 23,150,608  △ 22,663,784  △ 486,824 
翌年度繰越収支差額  △ 24,131,537  △ 23,150,608  △ 980,929 

（参考）
事業活動収入計 　52,464,574 　52,029,490 　435,084 
事業活動支出計 　52,069,584 　50,867,007 　1,202,577 

予想貸借対照表　2024年３月31日 （単位   千円）
科　目 2023年度末 2022年度末 増　減

資産の部
固定資産 214,490,727 213,076,769 1,413,958
有形固定資産 104,762,541 105,336,564 △ 574,023
特定資産 108,214,635 106,163,089 2,051,546
その他の固定資産 1,513,551 1,577,116 △ 63,565
流動資産 15,595,722 16,344,367 △ 748,645
資産の部　合計 230,086,449 229,421,136 665,313

負債の部
固定負債 13,296,337 12,924,408 371,929
流動負債 10,472,987 10,574,593 △ 101,606
負債の部　合計 23,769,324 23,499,001 270,323

科　目 2023年度末 2022年度末 増　減
純資産の部

基本金 230,448,662 229,072,743 1,375,919
第1号基本金 206,953,081 205,579,598 1,373,483
第3号基本金 20,082,581 20,080,145 2,436
第4号基本金 3,413,000 3,413,000 0

繰越収支差額 △ 24,131,537 △ 23,150,608 △ 980,929
翌年度繰越収支差額 △ 24,131,537 △ 23,150,608 △ 980,929

純資産の部　合計 206,317,125 205,922,135 394,990
負債及び純資産の部　合計 230,086,449 229,421,136 665,313

３　収支予算書

４　収支予算の概要
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